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１ 本調査について

H24年度全日中技家研究会
全国アンケート調査

平成27年度
東葛飾支部

技術・家庭科教育のよりよい発展のため,
東葛飾支部の技術・家庭科教育の現状把握

アンケート調査 3年間継続実施
東葛飾支部の現状把握と変容を追う



２ 調査の概要

（１）調査期間および対象者
平成27～29年度 東葛飾支部全中学校 技家各担当教員

（２）調査方法

アンケート用紙の送付,回収

（３）回答数（協力校）

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

７３校 ７２校
技６３校
家６７校



３ 調査の内容

（１）学校の基本情報

（学校規模，指導者，所持免許 等）

（２）履修内容の扱い

（履修状況と指導時数 等）

平成24年度全日中技家研 全国アンケートと同一項目

3年間実施し、年度ごとに集計を行い、比較した



技術分野



各内容の指導時数

A 材料と加工
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B エネルギー C 生物 D 情報

１ 6 ～10時間 ２ 11～15時間 ３ 16～20時間 ４ 21～25時間 ５ 26時間以上

H27

H28

H29



B エネルギー変換 の学習指導時間

H27とH28・29年度で違い

学校ごとに取り扱いに差

1. 6 ～10時間

2. 11～15時間

3. 16～20時間

4. 21～25時間

5. 26時間以上

H27

H28

H29
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D 情報 の学習指導時間

H28年度に違いが見られる

1. 6 ～10時間

2. 11～15時間

3. 16～20時間

4. 21～25時間

5. 26時間以上

H27

H28

H29
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２内容の指導時数の変化について
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B エネルギー D 情報

H28年度 教科書 改訂

教材研究

題材 時数

H33年度学習指導要領改訂
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1. 20代

2. 30代

3. 40代

4. 50代

5. 60代

H27

H28

H29

20代・30代の先生が増加



教師の指導スキルの問題

A 材料と加工 C 生物育成B エネルギー変換 D 情報

１ 思わない ２ 少し思う ３ とてもそう思う
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生徒自身に起因する問題

A 材料と加工 C 生物育成B エネルギー変換 D 情報

１ 思わない ２ 少し思う ３ とてもそう思う
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技術分野の分析

B・Dの指導時数に変化

教員の年齢が若くなっている

教科指導に関する悩み



家庭分野



各指導内容の指導時数

A 家庭と子ども B 食生活 C 衣生活・住生活 D 消費者生活

１ 6 ～10時間 ２ 11～15時間 ３ 16～20時間 ４ 21～25時間 ５ 26時間以上
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内容Cにおける
「和装の着装の特徴」の取り扱い

1. 必ず実施する

2. おおむね実施する

3. あまり実施しない

4. 実施しない

⇒平成２７年度の研究大
会で扱った内容
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内容Cにおける
「安全に住むための室内環境の検証」の取り扱い

1. 必ず実施する

2. おおむね実施する

3. あまり実施しない

4. 実施しない

⇒震災を考えた指導
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H28

H29
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家庭分野指導における経験年数の変容

1. 1～3年

2. 4～10年

3. 11～20年

4. 21年以上
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家庭分野の研修参加回数

1. 0回

2. 2回

3. 3回

4. 4回

5. 5回

6. 6回以上
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教師の指導スキルの問題

A 家庭と子ども C 衣生活・住生活B 食生活 D 消費者生活

１ 思わない ２ 少し思う ３ とてもそう思う
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内容Bにおける 栄養教諭とのT2による
栄養・献立等に関する授業

1. 必ず実施する

2. おおむね実施する

3. あまり実施しない

4. 実施しない

⇒栄養教諭との授業が増加
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家庭分野に見られた変容

研修への参加回数が増加

研修参加に伴った実施内容の変更

教師の指導に対する不安感



これからの技術・家庭科教育に関して

H33年度改訂
学習指導要領

情報共有

研修の充実

「教師の指導スキル」への不安の増加

指導内容の悩み 生徒に起因する問題

さらなる
増加が予想

新しい教科書を用いた教材研究

どの学校でも
実施できる

授業展開モデル



アンケート内容の掲載

http://www.ajgika.ne.jp/~gikachiba/


